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登録リスト（該当：147件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 四柱神社]	四柱神社	　松本市中心部に鎮座される四柱神社は、明治十二年に明治天皇の思し召しのもと創建された、比較的歴史の浅い神社です。

　主神の天之御中主神はたいへん神位の高い神様でおられるため、「願い事むすびの社」として全国各地から参拝者が訪れます。
　
　松本駅から松本城へ向かう道の途中にあるので、たいへん立ち寄りやすいかと思われます。鳩が集まる場所でもあり、エサもあげられるので少しのんびりした空気を楽しみたい方も足をお運びになってもいいかもしれません。
　

参考：四柱神社公式：https://www.go.tvm.ne.jp/~yohasira/

画像引用：「日本の結婚式」https://nihon-kekkon.com/wakon/yohasira/

画像アドレス：https://nihon-kekkon.com/common/img/uploads/2018/11/cea6b5f8a4e14a19bc2efdbaa932cd4014948c05-2.jpg	2021-05-05
	2	[image: 明治28年の海野町を記録した写真]	明治28年の海野町を記録した写真	海野町のすや(酢屋)呉服店が所蔵している古い写真の一枚。写真の裏面には「明治二十八年」との書き込みがある。1895年(明治28年)は、日清戦争が終結、勝利した年に当たる。旭日旗や「送小林」の旗などが見える。出征兵士を送り出す情景の記録ではないだろうか。海野町商店街の沿道に大勢の人々が繰り出し、人々の目線が写真機の方を向いている。向かいの店の看板「酢屋本治郎」が読み取れる。

驚くことにその軒先の屋根上に楽隊が陣取っている。大太鼓、小太鼓、クラリネット、チューバ、ホルン（他にシンバルも？）が確認できる。明治のこの時代にこれだけの楽器を有する音楽隊があったことを物語る貴重な証拠写真である。当時、上田が西洋文明をいち早く吸収した先進的な文化都市であったこと、経済的にも反映していたことを雄弁に物	2021-03-26
	3	[image: 上田築城三百五十年祭記念写真帳(1932/昭和7年)]	上田築城三百五十年祭記念写真帳(1932/昭和7年)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	上田築城三百五十年祭記念写真帳(1932/昭和7年)
 109頁／21MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 109ファイル／25MB



▼上田市公文書館資料情報
写真アルバム・上田築城三百五十年祭記念写真帳ほか
しゃしんあるばむ・うえだちくじょうさんびゃくごじゅうねんきねんしゃし	2021-03-07
	4	[image: 上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)]	上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)
 528頁／114MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 528ファイル／126MB



▼上田市公文書館資料情報
上田町会議案綴
うえだちょうかいぎあんつづり
請求番号	01-M35-01-1356
文書の種類	旧役場文書
地域	上田町
作成年度（和暦）	明治35年
	2021-03-07
	5	[image: 在外資産補償関係(1955/昭和30年 殿城村)]	在外資産補償関係(1955/昭和30年 殿城村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	在外資産補償関係(1955/昭和30年 殿城村)
 414頁／88MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 414ファイル／103MB



▼上田市公文書館資料情報
在外資産補償関係
ざいがいしさんほしょうかんけい
請求番号	01-S30-01-6977
文書の種類	旧役場文書
地域	殿城村
作成年度（和暦）	昭和3	2021-03-07
	6	[image: 上田市参事会綴(1919/大正8年上田市)]	上田市参事会綴(1919/大正8年上田市)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	上田市参事会綴(1919/大正8年上田市)
 337頁／81MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 337ファイル／92MB



▼上田市公文書館資料情報
上田市参事会綴
うえだしさんじかいつづり
請求番号	01-T08-01-1397
文書の種類	旧役場文書
地域	上田市
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度	2021-03-07
	7	[image: 議事書類綴(1919/大正8年 別所村)]	議事書類綴(1919/大正8年 別所村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	大正八年度議事書類綴(1919/別所村役場)
 283頁／62MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 283ファイル／235MB



▼上田市公文書館資料情報
議事書類綴
ぎじしょるいつづり
請求番号	01-T08-01-13389
文書の種類	旧役場文書
地域	別所村
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度（西暦）	19	2021-02-12
	8	[image: 村会決議書(1919/大正8年 泉田村)]	村会決議書(1919/大正8年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	村会書類(1919/大正8年 泉田村)
 83頁／17MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像84ファイル／66MB



▼上田市公文書館資料情報
村会決議書
そんかいけつぎしょ
請求番号	01-T08-01-1221
文書の種類	旧役場文書
地域	泉田村
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度（西暦）	1919
作	2021-02-12
	9	[image: 村会書類(1917/大正6年 泉田村)]	村会書類(1917/大正6年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	村会書類(1917/大正6年 泉田村役場)
 172頁／40MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像173ファイル／153MB



▼上田市公文書館資料情報
村会書類
そんかいしょるい
請求番号	01-T06-01-1216
文書の種類	旧役場文書
地域		2021-02-12
	10	[image: 鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)]	鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)
 56頁／14MB


	[image: PDF]		全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像59ファイル／52MB



▼上田市公文書館資料情報
鉄道　道路　	2021-02-12
	11	[image: 別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)]	別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	別所線路ニ関スル書綴(明治26年/川辺村)
 246頁／62MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像246ファイル／230MB



▼上田市公文書館資料情報
別所線路ニ関スル書綴
べっしょせんろにかんするしょつづり
請求番	2021-02-12
	12	[image: 蚕都上田の蚕の歴史②]	蚕都上田の蚕の歴史②	この資料には、蚕都上田がどのような歴史をたどってきたのかが、横書きの年表で見れるようになっている。
色の使い分けや画像を豊富に使ってまとめられている。
この資料によって、蚕に関わるどのような製品がどの村でつくられるようになったのかわかるようになっている。

▼参照した記事
『蚕都上田年表』	2021-02-10
	13	[image: 地域学講座①一次資料から地域をひもとく]	地域学講座①一次資料から地域をひもとく	(1)一次資料から地域をひもとく　16分
講師：前川道博(長野大学企業情報学部教授)

講座資料(PDF)

(2)上田市公文書館のあらまし　20分
講師：土屋信之(上田市公文書館館長)


(3)上田市公文書館・バックヤード＆展示見学　20分
講師：倉澤正幸(上田市公文書館専門事務員)
	2021-02-06
	14	[image: 上田のelaboration 最終まとめ]	上田のelaboration 最終まとめ	課題発見ゼミナールⅡを通じて、また上田市内の様々な地域を訪れたことによって発見した上田市の良い点、改善点のまとめです。
以下、スライド(画像)には載せていない自分自身で今後やりたいと考えていることを箇条書きで載せておきます。
・上田市を中心とした、東信・長野県域の旅行
・↑について、自身のブログやこのサイトを活用して発信する
・プログラミング技術を用いたサイトの改良、より上田市を宣伝するための何かを作る(可能なら)

最後に、上田市に引っ越してきてから1年が経ちますが、この街は感覚で非常に良い所だなというのが分かります。人々は暖かいですし、空気も綺麗で、都会過ぎず田舎過ぎずのバランスの取れた場所だと思います。
大学の為の引っ越しではありましたが、このような場所に来れて良かったなと感じて	2021-01-28
	15	[image: うちいれ]	うちいれ	うちいれは（画像右）上田盆地の懐かしいふるさとの味として愛されていたようですが、地粉が手に入りにくくなったことや手間がかかることから現在は忘れられて来てしまっている料理だそうです。
材料は、小麦粉、かぼちゃ、はくさい、にんじん、だいこん、じゃがいも、煮干し、みそを使用し作られ多くの野菜が入った麺料理です。

お米の少なかった昔に夜食としてうちいれがよく食べられていたそうです。

※うちいれの写真は本に掲載されていなかったため上田市真田町にある「真田庵」で提供されているうちいれをネットから


参照URL：さなだんごの旅 真田ファンの旅づくり応援サイト
参考図書:「つけものの味ふるさとの味」長野県農業改良協会（p.342）	2021-01-27
	16	[image: 上田駅周辺の変化]	上田駅周辺の変化	今回中心として見ていく上田駅は、1888年(明治21年)に官設鉄道の長野駅－上田駅間の開業に伴い、終着駅として開業した。
いままで様々な線の始発駅や途中駅、終着駅として昔から現在まで活躍している。
上記の画像は2021年(令和3年)　1月26日にGoogle Mapで上田駅周辺を見た状況となっている。現在どのようになっているのかが分かる。

今回発見した1922年(大正11年)の上田市全図では、市役所や小学校・中学校などの主要な建物が上田駅周辺に集まっていることが資料から分かった。
また、上田駅が上田停車場と記載されている。この上田停車場という言葉で調べてみると、上田駅お城口を出てすぐの長野県道162号上田停車場線が出てきて、日本一短い県道とされているという情報を知ることができた。

次に発見した1928年(昭和3年)の大日本職業別明細図	2021-01-27
	17	[image: だるまとつながりのある群馬県の主なお祭り]	だるまとつながりのある群馬県の主なお祭り	高崎だるまの歴史についてまとめた前編はこちらから↓
高崎だるま

①前橋初市まつり
毎年1月9日に国道50号の本町二丁目で行われるお祭りで、前橋では三大祭りの一つとして有名である。別名「だるま市」と呼ばれ、その名の通りたくさんのだるまが売られている。50号沿いだけでなく、すぐ近くの中央通りアーケード（前橋の商店街）でも屋台の出店やイベントが開催されるので非常に賑やかである。
１番の名物は古いだるまを供養して燃やす「お焚き上げ」で、当日はお昼ごろまで多くのだるまと、火と煙を見ることができる。市民の間で、この行為を「どんど焼き（どんと焼き）」と呼ぶことが多い。群馬県では、新年になると各地でこのどんど焼きが行われる。

②高崎だるま市
　毎年1月1日から2	2021-01-26
	18	[image: 高崎だるま]	高崎だるま	群馬県ではだるまが有名である。どこのお店や家に行っても大小様々でデザインも豊富なだるまが飾られている。

○だるまの歴史○
だるまの発祥の地は群馬県の高崎市の少林山達磨寺だといわれている。高崎のだるまはもともと「富岡だるま」と呼ばれ親しまれてきた。しかし昭和30年に富岡が高崎市と合併し富岡村の名前が消えて以来、「高崎だるま」「縁起だるま」「副だるま」などの呼び名が付いた。だるまは江戸の人々が疫病から逃れるために、祈り、まじないを信じて作ったと考えられている。当時疱瘡が子どもの間で流行り、この病気は赤色を嫌うとされていたことから、早く治るようにとだるまには赤色に塗られた。疫病の予防法が見つかったことにより、だるまは農作祈願のための縁起物として買い求められるように変化した。特に群馬	2021-01-26
	19	[image: 公害問題]	公害問題	環境汚染が深刻化し、昭和40年代の田子の浦港のヘドロは大きな社会問題となった。

公害を解決すべく昭和 42 年、市議会に公害対策特別委員会、行政に富士市公害対策庁内連絡会議が設置され、昭和 43 年から2年ほどの期間に市内の多くの工場と公害防止協定を締結しました。


https://www.city.fuji.shizuoka.jp/sp/sangyo/c0304/fmervo00000084q7.html

https://www.fuji-cci.or.jp/yakei/history.pdf

吉原市史下巻の画像を引用	2021-01-26
	20	[image: 製紙業の広まり]	製紙業の広まり	画像は今泉製紙会社に製紙機械の一部・ドライヤーを、工場に運び込もうとしている場面です。

今泉製紙は、大正5年(1916)、富士郡今泉村に設立された機械すき和紙工場です。明治20～30年代にかけて今泉を中心に相次いで手すき和紙工場が設立され、富士市の製紙産業の基盤となった。


https://www.city.fuji.shizuoka.jp/sp/sangyo/c0304/fmervo00000084q7.html
https://museum.city.fuji.shizuoka.jp/collection/paper/detail/3223	2021-01-26
	21	[image: 海野町通り(1913年)]	海野町通り(1913年)	1913年(大正2年)に撮影された海野町通りの写真である。

海野町商店街がある場所は海野町通りとも呼ばれている。1913年の海野町通りは海野宿を思わせる町並みをしている。

この写真は、西側から東側に向けて撮られており、荷車や着物姿の子供が多く見られる。

また、左側に「喜光堂茶舗」という名前が見える。これは、現在もあるお茶屋喜光堂の店舗である。

画像は海野町通り,「写真集上田いまむかし:上田市・丸子町・真田町/郷土出版社編」,郷土出版(1980年2月18日),P50より引用

現在の喜光堂
URL「http://www.d-commons.net/uedagaku/detail.php?id=3954」
現在の海野町商店街(2021年) りらっくすさんのサイト みんなで作る信州上田デジタルマップ	2021-01-26
	22	[image: ため池とは？何故塩田にため池が作られたのか？]	ため池とは？何故塩田にため池が作られたのか？	画像は上田市の「舌喰池」

ため池とは、雨量が少なく河川がない地域などで、灌漑用水を確保するために人の手によって作られた池である。また、ため池の多くは江戸時代以前に築造されたものである。

塩田に数多のため池が作られた理由も、降水量の少なさが原因である。しかし、降水量が少ないという事は、晴天の日が多いという事でもある。塩田は気温や肥沃が良好で、用水さえ確保できれば水田農業に適している土地であった。従って、農民達は塩田にため池を造成したのである。

参考文献
ため池のれきし - 信州上田｜塩田の里｜とっこ

ため池：農林水産省	2021-01-25
	23	[image: 上田市大字常磐城字生塚全図(地籍図 1921年 )]	上田市大字常磐城字生塚全図(地籍図 1921年 )	上田市大字常磐城第弐拾参番字生塚全図(上田市税務課所蔵)
調製　1890年(明治23年)12月
複製　1921年(大正10年)12月
製図者/測量士　馬場亀松(上田市役所地理主任)
曲尺　壱分ヲ以テ一間トス
サイズ：Ａ１版より小さい（Ａ１版の台紙に貼付されている）

上田市大字常磐城(ときわぎ)字生塚(うぶつか)の地籍図である（現在は上田市常磐城四丁目）。地籍図は1889年(明治22年)の市制町村制施行に伴い、上田町大字常磐城(旧常磐城村)の地籍図として1890年作成したものを、1919年(大正8年)、上田町の市政施行に伴い、上田市に書き改めたものである。基本的には1890年と同じである。

★上田市大字常磐城第弐拾参番字生塚全図(PDF)1.1MB

[image: ]	2021-01-11
	24	[image: 小県郡城下村大字小牧全図(地籍図1890年)]	小県郡城下村大字小牧全図(地籍図1890年)	小県郡城下村大字小牧全図(上田市税務課所蔵)
調製 1890年(明治23年)5月
縮尺 3,000分の1
サイズ：Ａ１版より小さい(Ａ１版の台紙に貼付されている)

城下村大字小牧(地籍図作成当時、現上田市小牧)の「地籍図」を基に作成した地図。

図版は上田市税務課所蔵の当該地籍図の複写図版を合成し作成したものである。
（データ編纂：長野大学前川研究室）

★小県郡上田町全図(PDF)1.2MB

[image: ]

★小県郡上田町全図(高精細JPEG画像)18420×13080ピクセル 115MB

[image: ]	2021-01-11
	25	[image: 小県郡上田町全図(1901～1910年頃)]	小県郡上田町全図(1901～1910年頃)	小県郡上田町全図(上田市税務課所蔵)
制作年代：1901～1910年頃
縮尺12,000分の1
サイズ：Ａ１版より小さい（Ａ１版の台紙に貼付されている）

上田町(地籍図作成当時)全域の「地籍図」を基に町全図として作成した地図。上田町各地の字が一瞥できる。
制作年代は不詳ながら、「上田尋常男子小学校」(1901～1922)、「小県蚕業学校」(権現坂上の時代 1900～1922)が記されている。また上田蚕糸専門学校(1910～1951)は記されていないことから1901～1910年(明治34～43年)の間の地図と推定される。

図版は上田市税務課所蔵の当該地図の複写図版を合成し作成したものである。
（データ編纂：長野大学前川研究室）

★小県郡上田町全図(PDF)1.3MB

	2021-01-10
	26	[image: 『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#951 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)1頁
#952 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁
#953 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)3頁
#954 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)4頁
#955 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁
#956 『西塩田青年団報』第	2020-12-06
	27	[image: 『西塩田時報』Vol.1(2)(戦前編1933～1943)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.1(2)(戦前編1933～1943)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#481 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)1頁
#482 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)2頁
#483 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)3頁
#484 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)4頁
#485 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)5頁
#486 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)6頁	2020-12-06
	28	[image: 『西塩田時報』Vol.1(1)(戦前編1923～1932)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.1(1)(戦前編1923～1932)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#1 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)1頁
#2 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)2頁
#3 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)3頁
#4 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁
#5 『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)1頁
#6 『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)2頁
#7 	2020-12-06
	29	[image: 別所温泉散策の旅、始まる。]	別所温泉散策の旅、始まる。	本日は研修にて地域探検フィールドワークを実施した。
探究活動の一環として地域の魅力を再発見し、記事を作ろうというものである。

今回の旅先は、別所温泉。
私は上田出身で別所温泉には何回か行っているが、改めて別所温泉の魅力を発見する旅に出てみる。

画像は別所線の切符と整理券である。
別所線の駅の中には無人駅が存在するため、このように整理券を配るスタイルになっている。
昔ながらの電車の感じを味わえるのもローカル旅ならではの魅力ではないだろうか。	2020-11-06
	30	[image: 上塩尻の変化]	上塩尻の変化	かつて存在していた屋敷や建物がなくなると一気に景観が変わります。しかし、変わる前と変わった後の風景を並べないと何がどう変わったかすら認識ができないものとなります。

かつて蚕種製造の中心地であった上塩尻も例外に漏れず、知らず知らず集落全体が変容しています。道路側に長屋門があった屋敷が今年更地になっていました。何とも複雑な思いがします。

★ビフォー　画像１点目　2011/11/27の記録
★アフター　画像２点目　2017/09/08の記録	2020-07-18
	31	[image: 上田と生糸貿易-4 ~上田の生糸と世界~]	上田と生糸貿易-4 ~上田の生糸と世界~	これまでの内容をまとめる。上田は、日本初の生糸貿易を生み出したといえ、生糸貿易は、日本の発展に多大な貢献をした。それに伴い、上田の蚕糸業はますます発展し、第十九国立銀行の設立などといった金融面の発達にもつながった。そして、明治、大正にわたり、日本の生糸生産の3割を占め、「蚕糸王国」と呼ばれる長野県の発展を下支えした。

画像は「常田館製糸場の歴史」より
URL:http://www.kasahara.co.jp/kasahara/tokidakan/history.html	2020-07-15
	32	[image: 上田と生糸貿易-3　~明治期の信州の蚕糸生産~]	上田と生糸貿易-3　~明治期の信州の蚕糸生産~	明治初期の日本の生糸生産は、富岡製糸場に代表されるように、信州よりも上州（群馬県）のほうがさかんであった。しかし、官営模範工場を通して西洋技術を上州は得られたにも関わらず、その後蚕糸生産の中心は信州に移るのである。それには理由があった。信州では、研修生を富岡に派遣するなどして技術を獲得するだけでなく、その欠点を見直し独自の器械製糸の開発に成功。また、官営特有のコストの高さを見抜き設備投資などでコストを大幅に削減した民営工場を林立させた。その結果、生糸の大量生産に成功し、時代とともにその品質も向上させていったのである。これにより、信州は蚕糸王国を築き上げたのである。

画像は「岡谷シルク」より
URL:https://okayasilk.jp/	2020-07-15
	33	[image: 私の地元]	私の地元	これは私の地元である、茨城県常総市の画像です。	2020-07-10
	34	[image: 上田と生糸貿易‐2 ~蚕種の大量輸出~]	上田と生糸貿易‐2 ~蚕種の大量輸出~	蚕種は蚕の卵を指す。幕府は民間人の蚕種輸出を禁じていたが、横浜港開港当初より、蚕種の密輸が横行した。そのため、1865年に幕府が民間人の蚕種輸出を認めると、蚕種輸出はますます盛んになり、相場も高騰していった。このような背景としては、当時ヨーロッパに蔓延していた蚕の微粒子病の存在があった。ヨーロッパ諸国はこれにより良質な蚕種を求めていたのだ。長野県では上田が特に蚕種の生産地であり、上田は明治初期には実に日本の3分の1を生産していたという。このような蚕種輸出の高騰状態は、1870年の普仏戦争の勃発により沈静化し、その後暴落の一途をたどってしまうが、上田の蚕糸業がこれをきっかけに発展したことは想像に難くないであろう。

画像は「蚕紙」wikipediaより
URL:https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9A%95%E7%B4%99#/media/%E3%83%95%E3%82	2020-07-08
	35	[image: 上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～]	上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～	上田の生糸は主に横浜港を通じ、世界との貿易に関わることになる。横浜港は1859年に開港したが、上田の商人達は、まさにその直後から横浜で貿易活動を行っていたことが知られている。そこには、当時の上田藩主松平忠固の尽力があったとされる。松平忠固は、日米和親条約、日米修好通商条約の2つの条約締結の調印時に老中を務め、条約締結を急いだ積極的開国派であった。彼のもとで上田藩は開港と同時に生糸の輸出を始め、これにより日本の生糸貿易は上田から始まったとも言われるようになるのである。

画像は「横浜海岸フランス役館之景」(横浜開港資料館所蔵)により
URL:https://www.mmdb.net/santo-ueda/mono/cn1/pg45.html	2020-07-08
	36	[image: 上田と生糸貿易‐０ ~開国前の上田と養蚕～]	上田と生糸貿易‐０ ~開国前の上田と養蚕～	上田は古くから養蚕業が盛んで、農家の自家用として紬が織られるようになった。これが、「上田紬」である。上田紬は、1660年頃より有名になったといわれ、大島紬、結城紬と並んで、日本三大紬の一つとされる。このように、上田は古くから養蚕と深いかかわりを持っていたのである。

画像は「上田紬」によった。
URL:http://ueda-tsumugi.com/#hajimari	2020-07-08
	37	[image: 『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ]	『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ	ページ番号（画像データの連番）は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

647ページ　第四章　諸官衙
648ページ
649ページ
650ページ
651ページ
652ページ
653ページ
654ページ
	2020-06-28
	38	[image: 『上田市史・上巻』2/2(1940年)画像データ]	『上田市史・上巻』2/2(1940年)画像データ	ページ番号は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

653ページ　第八章　民政
654ページ
655ページ
656ページ
657ページ
658ページ
659ページ
660ページ
661	2020-06-28
	39	[image: 『上田老舗図鑑』(滝澤主税編)画像データ]	『上田老舗図鑑』(滝澤主税編)画像データ	ページ番号は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

1ページ　表紙
2ページ
3ページ
4ページ　目次
5ページ　監修のことば
6ページ
7ページ　上田老舗図鑑　序文
8ページ
	2020-06-28
	40	[image: 『上田市史・上巻』1/2(1940年)画像データ]	『上田市史・上巻』1/2(1940年)画像データ	ページ番号は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

1ページ　表紙
2ページ　序
3ページ
4ページ　緒言
5ページ
6ページ　編集の経過
7ページ
8ページ　目次
	2020-06-28
	41	[image: 『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ]	『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ	ページ番号（画像の連番）は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

1ページ　表紙
2ページ　目次
3ページ
4ページ
5ページ
6ページ
7ページ
8ページ
9	2020-06-28
	42	[image: 【バリアフリー】大量発生？細かい段差]	【バリアフリー】大量発生？細かい段差	長野に引っ越してから思うことがある。
歩道が平らではなく、画像のように細かい段差がたくさんある所があちこちにある。
こういった細かい段差は高齢者にとってはつまずきやすい原因になるかもしれない。
また、自転車に乗ると、ガタガタして腰が痛くなりやすいので改善点だと思う。	2020-06-23
	43	[image: 『上田市史・上巻』(1940年)]	『上田市史・上巻』(1940年)	
『上田市史・上巻』(1940年)
1110頁／容量 232MB
下の画像を選ぶとPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
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★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜目次＞
上田市の地理的概観及市内大小字名表
【第一紀】
第一篇　上代の上田地方[LINK]
第二篇　奈良時代の上田地方[LINK]
第三篇　平安時代の上田地方	2020-06-21
	44	[image: 【バリアフリー】山　入口]	【バリアフリー】山　入口	いよいよ、山へと入る。
入り口近くには家があるにもかかわらず、歩道や白い線がないので危険だと感じた。
しかも、ここで車2台とすれ違った。
画像をよく見ると左側に薄い白い線が残っている。
定期的に白い線を引いてほしいと感じた。	2020-06-20
	45	[image: 子檀嶺岳（こまゆみだけ）]	子檀嶺岳（こまゆみだけ）	※画像の添付がされておらず、また投稿者名が入っていなかったため、再投稿します。

長野県の青木村にある山である。
山の形は少しいびつだが、青木村を一望できる山頂からの眺めは、素晴らしい。
「信仰の山としての霊山」であり、地元民に愛されている山一つである。

参考：http://www.vill.aoki.nagano.jp/assoc/aruku/trek/komayumi.html
https://www8.shinmai.co.jp/yama/guide/00088.html	2020-06-01
	46	[image: 沓掛酒造　郷の蔵]	沓掛酒造　郷の蔵	「沓掛」これは何て読むかわかりますか？私は読めませんでした。「くつかけ」と読むそうです。名前の由来は沓掛権右衛門が避けず栗を始めたあことに由来するそうです。画像にあるのは沓掛酒造の直売店郷の蔵になります。郷の蔵は通りに面していてわかりやすいですが蔵自体は少し奥まっていてわかりにくかったです。この蔵では福無量という日本酒を作っていて香りが高く味わいのある上田市の地酒になっています。蔵開きがされ、蔵の見学ができるので日本酒に興味のある人はぜひ訪れてみてください。	2020-05-26
	47	[image: [19/04/22]まちあるきに出発]	[19/04/22]まちあるきに出発	西部地域まちあるきに参加したのは西部地域まちづくりの会第１部会のメンバーと長野大学前川ゼミの学生です。地元に詳しい部会の方々と、デジタル機器の利用に慣れている学生とがコラボしてこれから西部地域をデジタル画像で記録するまちあるきに出発しました。	2020-05-08
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